
平成２２年度 自己評価計画に対する最終報告書 

 
  

 
石川県立金沢辰巳丘高等学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   重 点 目 標 

 
        具 体 的 取 組 

 
達 成 度 判 断 基 準  

 
集 計 結 果 

 
分析（成果と課題）および次年度の扱い（改善策等） 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
学習指導、進路指導
の充実 
（個に応じた指導に
より、基礎基本の定
着と学力の増進を図
るとともに、チャレ
ンジ精神を涵養しな
がら、各コースの特
性を活かした進路指
導の充実を図り、生
徒個々の早期の目標
の設定を促す） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
授業の改善と、基礎学力の充実   

 
 授業に集中し、学習活動に集中していると答える生徒が、 
Ａ ８０％以上である。     Ｂ ７０％以上である。 
Ｃ ６０％以上である。     Ｄ ６０％未満である。 
 

 
Ｂ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは
73.2%であった。 

 
 生徒による「授業評価」では、約80％が担当の先生の授業は分かりやす
いと答えている。それと比較すると、授業に集中しているという生徒の割
合はやや尐なめであり、授業などにおいてさらに工夫が必要である。 
 

① 
 
 

  授業の進め方を工夫し、生徒
が授業に集中し、学習活動に参
加するようにする。 

 
② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 前・後期、各１回校内公開授
業週間を設け、研究授業・研究
協議会を充実する。また、研究
授業における協議内容を全職
員に報告する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 公開授業週間等を利用して年間の授業参観数の平均が    
Ａ ５回以上          Ｂ ４回 
Ｃ ３回            Ｄ ３回未満 
 
 
 

 
Ａ 
１月に実施した教職
員へのアンケートで
は、A71.7%、Ｂ10.3

%、Ｃ12.8％、Ｄ5.2

%であった。 

 
 年間２回実施している授業互見週間で教員同士の授業参観が多く行わ
れている。今後は、よりよい授業となるためのお互いの忌憚のないアドバ
イスを活発に出来るようにしたい。 
 
 
 

 
   各教科で研究協議会を行い、その報告を、 
Ａ 全教科で行った。      Ｂ ほぼ全教科で行った。 
Ｃ 半分程度の教科で行った。  Ｄ ほとんどの教科で行われなかった。 
 
 

 
Ａ 
 前・後期に、全教科
でテーマを決めた研
究協議会を行い、そ
の報告を行った。 

 
 各教科毎、テーマを決めて授業互見週間に望み、その後の研究協議会の
内容を報告してもらい、職員会議で共有出来た。、他教科の取り組みなど
も参考にすることができ、目標は充分に達成された。 
 
 

 
③ 
 
 
 
 

 
 家庭学習の定着をねらいと
する効果的な課題を与え、家庭
学習時間を増加させる。 
 
 

 
 課題の提出率が 
Ａ ８０％以上である。     Ｂ ６０％以上である。 
Ｃ ４０％以上である。     Ｄ ４０％未満である。 
 
 

 
Ｂ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは
67.5％であった。 
 

 
 提出率は昨年とほぼ同じ数値で改善が見られなかった。１月に実施した
生徒へのアンケートでは、３学年全体の家庭学習時間は約49分で昨年より
10分近く増えているが、毎日の家庭学習を行わないと答えた生徒が３学年
全体で約32%いた。学力向上を目標として課題提出への指導を粘り強く行
う必要がある。 

 
進路指導体制の確立と目標の早期
設定 

 
 本校に入学して良かったと思う生徒が、 
Ａ ７０％以上である。     Ｂ ６０％以上である。 
Ｃ ５０％以上である。     Ｄ ５０％未満である。 
 
 

 
Ａ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは
71.9％であった。 
 

 
 総合的な学習の時間等を活用したキャリヤ教育や社会人（本校卒業生）
による進路講演会、大学生や専門学校生（本校卒業生）による進路ガイダ
ンスなど、生徒が興味を引く取り組みを多く実施できた。生徒が進んで行
動できる取り組みを継続していきたい。 
 

④ 
 
 

 キャリア教育を充実させ、高
校生活における個々の目標を
設定させる。 

 
⑤ 
 
 
 

 
 個人面談等を効果的に活用
し、進路目標の明確な設定を図
る。 
 

 
 具体的な進路目標を持っている生徒が、 
Ａ ７０％以上である。     Ｂ ６０％以上である。 
Ｃ ５０％以上である。     Ｄ ５０％未満である。 
 

 
Ｂ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは 
67.1％であった。 

 
 担任による個人面談がきめ細かく頻繁に行われ、また進路ガイダンスも
適宜実施され、生徒の進路意識が高まってきている。社会への興味関心を
さらに深めさせる必要がある。 
 

 
⑥ 
 
 
 
 

 
 生徒に学習目標を設定させ
るとともに、個に応じたきめ細
かな指導により、学力の増進を
図る。 
 

 
 成績上昇者の増加が、 
Ａ ５０％以上である。     Ｂ ４０％以上である。 
Ｃ ３０％以上である。     Ｄ ３０％未満である。 
 
 

 
Ｂ 
校外模試で7月→11

月の成績上昇者は、1

年50%、2年45%であ
った。 

 
 １学年では朝学習の充実などにより家庭学習時間が増加し、成績上位者
の増加傾向が見られた。次年度でも１学年で朝学習を継続して行うが、今
年度の反省を踏まえてより効果的なものとしたい。 
 
 

 
⑦ 
 
 
 

 
 視野を広げ、考える力を伸ば
すため、３年間を見通した小論
文指導を行う。 
 

 
 小論文・面接指導に関わったと答える教員が、 
Ａ ９０％以上である。     Ｂ ８０％以上である。 
Ｃ ７０％以上である。     Ｄ ７０％未満である。 
 

 
Ｄ 
１月に実施した教職
員へのアンケートで
は、55.3％であった。 

 
 小論文を課す国公立大推薦入試受験者が約２０名おり、小論文指導は重
要であるが、指導者がまだまだ限られた状態である。今後は小論文指導の
研修会の内容・方法を一層工夫し、よりわかりやすいものにしたい。 
 

 
  
 学校関係者評価委員会の評価 
 

 
 教員の授業参観、授業改善の取り組みは良い。９０％の生徒が教員の熱意を評価しており、それらを生徒の自主的な学習につなげるようにして欲しい。 
 芸術、外国語コースの特徴を生かして欲しい。普通コースも音楽・美術の良さを感じることができる取り組みを工夫してはどうか。 
 小論文指導を進学希望者ばかりでなく、就職希望者にも行ったらどうか。書く力、話す力など社会に出て活用できる力をつけてほしい。 

 
 学校関係者評価委員会の評価 
 結果を踏まえた今後の改善策 

 
 今後も、教員の計画的な研修や授業改善を行い、教員一人ひとりの教育力を総合的に高めていく。生徒に対しては、学習習慣の定着を図り、基礎・基本を確実に身に付けるとともに確かな学力の育
成を図っていく。また、本校の特色を生かし、芸術コースや外国語コースの教育活動を様々な場面を捉えて紹介していく。進路については、早い段階から生徒の進路意識を高め、小論文指導等を充実
させ、生徒の書く力や話す力などを育てていきたい。 



 

 
                                                                                                                                                    

 
石川県立金沢辰巳丘高等学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   重 点 目 標 

 
        具 体 的 取 組 

 
達 成 度 判 断 基 準 お よ び 判 定 結 果 

 
集 計 結 果 

 
分析（成果と課題）および次年度の扱い（改善策等） 

 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
望ましい生活習慣の
確立 
（通学マナーをはじ
めとする社会規範を
守り、遅刻や欠席を
減らし、登下校時等
の挨拶を励行するな
ど、基本的生活習慣
の確立を図る） 
 
 
 
 
 

 
基本的な生活習慣の確立と社会的
規範意識の育成 

 
 自分自身の通学マナーは良いと答える生徒が、 
Ａ ８０％以上である      Ｂ ７０％以上である。 
Ｃ ６０％以上である。     Ｄ ６０％未満である。 
 

 
Ａ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは
89.6％であった。 

 
 概ね通学マナーは良好であったが、バスの乗車マナーや自転車による危
険運転の苦情が時々よせられたので、安全教育の重要性ともからめ、マナ
ーの向上に努めたい。 
 

⑧ 
 

 バスの乗車マナーや自転車
マナーの向上を目指す。 

 
⑨ 
 
 
 

 
 家庭との連携を図りながら、
服装、頭髪、化粧などの身だし
なみ指導（生徒心得の遵守） 
を全職員で行う。 

 
 自分自身は、服装容儀について生徒心得を守っていると答える生徒が 
Ａ ８０％以上である。     Ｂ ７０％以上である。 
Ｃ ６０％以上である。     Ｄ ６０％未満である。 
 

 
Ａ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは
84.4％であった。 

 
 全職員が生徒指導に対する共通認識を持ち、一丸となった指導をさらに
推し進めたい。 
 
 

 
⑩ 
 
 
 

 
「遅刻防止週間」を毎月１回以
上設け、遅刻半減を目指す。 
 
 

 
 遅刻者の延べ人数が 
Ａ ８００人以下である。    Ｂ １０００人以下である。 
Ｃ  １２００人以下である。   Ｄ  １２００人を超える。 
 

 
Ｂ 
延べ人数が873人と
なっている。 
 

 
 昨年度（1020人）に比べ、遅刻者は大きく減尐した。次年度も全職員一
丸となって、遅刻者減尐に取り組みたい。 
 
 

 
  
 学校関係者評価委員会の評価 
 

 
 バスの乗車マナーの悪い生徒が見られる。 
 学校は落ち着いているようであるが、生徒にもっと元気が欲しい。自ら積極的に挨拶や言葉かけができたら良い。 
 

 
 学校関係者評価委員会の評価 
 結果を踏まえた今後の改善策 
 

 
 生徒の通学マナーに関するアンケートは概ね良かったが、バスの乗車マナーや自転車の危険運転などの苦情が時々寄せられているので、引き続き、全教職員で粘り強く指導していく。 
  生徒会の取り組みもあり、遅刻者は大きく減尐している。朝の挨拶運動も生徒会を中心にして継続的に取り組んでおり、今後も活気ある学校づくりを目指していきたい。 
 

 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
心豊かな人間性の育 
成 
（自主・自律の建学 
精神のもと、ボラン
ティア精神や環境保
護の精神を培い、地
域社会から信頼され
る心豊かな人間性の
育成を図る） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
地域社会から信頼される心豊かな人 
間の育成 

 
 構成的グループエンカウンターやアサーション等を通して、人と人との 
接し方について考えを深めることができたと感じる生徒が、 
Ａ ８０％以上である。     Ｂ ６０％以上である。 
Ｃ ４０％以上である。     Ｄ ４０％未満である。 
 

 
Ｃ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは
58.6％であった。 
 

 
 「構成的グループエンカウンター」を年度当初（４月）は全学年全クラ
スで実施できたが、後期では各学年で実施できないクラスがあった。判定
結果はCであるが、実施によってかなりの生徒が人と人との関わり方につ
いて理解を深めることができたと感じており、次年度も積極的に実施して
いきたい。 

⑪ 
 
 

 人間としての在り方・生き方
の自覚を深める教育を実施す
る。 

 
⑫ 
 
 
 
 

 
 地域に根ざした学校づくり
を推進するため、生徒会が中心
になり奉仕活動を展開する。 
 
 

 
 ボランティア活動への参加率が、 
Ａ ９０％以上である。     Ｂ ８０％以上である。 
Ｃ ７０％以上である。     Ｄ ７０％未満である。 
 
 

 
Ｄ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは
46.8％であった。 
 

 
 生徒会主催で３回「ボランティア清掃」を行い、多くの生徒が参加した
。しかし、ボランティア活動に、自主的、積極的に参加しているという生
徒はまだまだ尐ない。生徒会が中心となって積極的な活動を呼びかけると
ともに、ボランティア活動の意義をさらに理解させたい。  
 

 
⑬ 
 
 
 
 
 

 
「学校版環境ＩＳＯ」の取得校
にふさわしいエコ活動を展開
し、ＣＯ２の削減を目指す。 
 
 
 

 
 エコ活動の取り組みに積極的であると答える生徒・教職員が、 
Ａ ９０％以上である。     Ｂ ８０％以上である。 
Ｃ ７０％以上である。     Ｄ ７０％未満である。 
 
 
 

 
Ｃ 
１月に実施したアン
ケートでは生徒が73.

7％、教職員が92.1％
、平均75.0%であった
。 

 
「エコ活動取り組みチェックシート」による調査では、リサイクルやごみ
分別は良好だが、不要な照明を消す取り組みは不十分であった。次年度は
、不十分な点を改善し判定結果の向上につなげたい。 
 
 
 

 
  
 学校関係者評価委員会の評価 
 

 
 「心豊かな人間性の育成」は基本的に大切なところであるが、評価の低さが気になる。達成度の判定でＣ，Ｄなのは、判断基準が厳しいからなのか。 
 地域へのボランティア活動が減尐しているが、他の近隣の高校から「除雪ボランティア」の問い合わせがあり、紹介している。辰巳丘高校の対応はどうなのか。 
 ボランティア活動では生徒会の生徒の活動ぶりに感心した。 

 
 学校関係者評価委員会の評価 
 結果を踏まえた今後の改善策 
 
 

 
 生徒会が中心となり、様々なボランティア活動を行っているが、その割には生徒の意識が低い。人としての在り方・生き方を考えさせるとともに、ボランティア活動の意義などを理解させ、信頼さ
れる心豊かな人間を目指した生徒の育成に努めていく。 
 本校のエコ活動は順調に成果をあげているが、生徒の意識はまだまだ低いので、さらに意識向上に向けて取り組んでいく。 
 

 
 
 
 



 

 
                                                                                                                                                   

 
石川県立金沢辰巳丘高等学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   重 点 目 標 

 
        具 体 的 取 組 

 
達 成 度 判 断 基 準 お よ び 判 定 結 果 

 
集 計 結 果 

 
分析（成果と課題）および次年度の扱い（改善策等） 

 
４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
部活動・生徒会活動
等の活性化 
（部活動・生徒会活
動を通じ、たくまし 
い心と体を培い、積
極的で活力有る人間
の育成を図る） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
部活動・生徒会活動等の活性化 

 
 部活動に加入している生徒の参加率が 
Ａ ８０％以上である。     Ｂ ７０％以上である。 
Ｃ ６０％以上である。     Ｄ ６０％未満である。 
 
 
 
 部活動活性化への体制作りが強化され、部活動が活発になったと答える 
教職員が、 
Ａ ７０％以上である。     Ｂ ６０％以上である。 
Ｃ ５０％以上である。     Ｄ ５０％未満である。 
 

 
Ｂ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは
、72.4％であった。 
 

 
  部活動の加入が９０％を超える中での参加率である。特に大会直後や冬
季期間での参加率が低い傾向にある。来年度は各部で数値目標を立て、顧
問の働きかけを強めるなど高い参加率となるよう取り組みたい。 
 
 

⑭ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １年生には全員部活動に参
加するように促すなど、部活動
を活性化させる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ｃ 
１月に実施した教職
員へのアンケートで
は55.2％であった。 
 

 
 昨年度（75.0%）に比べ大きく低下した。水曜日を部活動の日とし放課
後には全顧問で部活動の指導に当たるいう校内での取り決めが、徹底して
いなかったことが原因の１つと考えられるので、改善に向けて体制づくり
を行いたい。 
 

 
⑮ 
 
 
 
 

 
 体力測定記録の更新を各自
に意識づけ、全学年を通した体
力の向上を目指す。 
 
 

 
  男子１２分３０秒以内、女子７分４５秒以内の生徒が   
Ａ ７０％以上である。     Ｂ ６０％以上である。 
Ｃ ５０％以上である。     Ｄ ５０％未満である。 
 
 

 
Ａ 
男子は69.3％、女子は
70.8％が目標タイム
をクリアした。 
 

 
 男子の平均タイムは１１分５９秒、女子は７分２０秒だった。昨年と比
べ男子はインフルエンザの影響で１７秒下回ったが、女子は２秒上回った
。持久走の記録向上は、体力向上のみならず、授業への意欲向上にもつな
がるので、来年度も、「体力アップ１校１プラン」の取り組みとして継続
したい。 

 
⑯ 
 
 
 
 

 
 生徒一人ひとりが充実感・達
成感をもてる生徒会行事を、企
画・運営する。          
 
 

 
 各行事終了後の感想として、充実感・達成感があったと答える生徒が、 
Ａ ９０％以上である。     Ｂ ８０％以上である。 
Ｃ ７０％以上である。     Ｄ ７０％未満である。 
 
 

 
Ｃ 
１月に実施した生徒
へのアンケートでは
70.6％であった。 
 

 
 「辰巳祭」など個々の行事は盛り上がっているが、生徒全体の充実感、
達成感という点では、まだまだ不十分であり、内容を見直し全員が行事に
かかわれるような方向付けがさらに必要である。 
 
 

 
  
 学校関係者評価委員会の評価 
 

 
 部活動を活性化させることで、人間性を高めることができる。試合では地域の人に応援に行ってもらうなど、関心を持ってもらう体制も必要である。 
  部活動の指導を行うには余裕が必要である。時間を保障する方向に改善できないか。 
 運動部の低迷が気になる。上記の「⑭部活動が活発になった」に対し教職員の評価が昨年度よりかなり低い。学校活性化のため運動部の成績を上げて欲しい。 

 
 学校関係者評価委員会の評価 
 結果を踏まえた今後の改善策 
 

 
 学校を活性化させるためには部活動の活性化が大きな要素の1つであり、そして部活動を通しての人格形成も重要である。教職員が部活動を指導する時間の確保のため、毎週水曜日は、原則として
会議等は設定せず、生徒と一緒に活動する「部活動の日」とし、部活動の活性化につなげていく。また、本校の部活動の牽引役として強化部を指定し、全体のレベルアップを目指して取り組んでいく
。 

 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
広報活動の充実 
（広報活動をさらに
活発化させ、学校理
解を深め、地域に開 
かれた学校作りを推
進する） 
 
 
 
 
 

 
広報活動の拡充と開かれた学校作
りの推進 

 
 対前年度比の志願倍率が 
Ａ １０％以上増加した。    Ｂ ５％以上増加した。 
Ｃ ほぼ同じであった。     Ｄ 減尐した。 
 
 

 
Ｄ 
一般入試の全体の志
願倍率は、21%減尐
した。 
 

 
 一般入試における志願倍率は1.04倍から0.83倍に減尐した。芸術、外国
語の両コースで定員割れとなっており、両コースの日頃の取り組みを理解
してもらう粘り強い努力が必要である。 
 芸術コースの取り組みを中心として、地域の中学校との連携は毎年深め
られている。 

⑰ 
 
 

 カリヨンニュース等を充実
させ、地域および地域の中学校
との連携・理解を深める。 

 
⑱ 
 
 
 
 

 
 ホームページをよりわかり
やすいものに一新し、タイムリ
ーな情報を発信する。 
 
 

 
 本校のＨＰでは、情報の発信が適宜行われていると答える保護者、教職員
が 
Ａ ７０％以上である。     Ｂ ６０％以上である。 
Ｃ ５０％以上である。     Ｄ ５０％未満である。 
 

 
Ａ 
１月に実施したアン
ケートでは、教職員
が71%で、保護者は7

3%であった。 

 
 昨年度のアンケート結果は保護者43.5%であり、今年度大きく向上した
。ＨＰ以外でも広報誌「カリヨンNEWS」を４回発行（昨年度は2回）し
ており、学校からの情報発信はスムーズに行われるようになった。 
次年度においても、より一層タイムリーな情報発信に取り組みたい。 
 

 
  
 学校関係者評価委員会の評価 
 
 

 
 学校間の競争は厳しい。いかに特色を活かし志願倍率を高くするか。広報活動の工夫が必要である。  
 卒業演奏会ではこの学校の特色が現れていた。他校にはない外国語・芸術コースの特色を出すことで志願者が増えるようにできないか。 
  アンケート結果では、先生方も普通コースをアピールする取り組みについての評価は低くなっている。何が不足しているのか、ＰＲ・広報のあり方を考えるべきである。 
 

 
 学校関係者評価委員会の評価 
 結果を踏まえた今後の改善策 
 
 

 
  本校は県内でも有数の特色ある学校であり、芸術コースや外国語コースなどで様々な教育活動を行っている。しかし、中学生や地域住民の方々などに対する広報活動は、学校全体の取り組みとして
は不十分であった面がある。音楽専攻と美術専攻が一体となった金沢市内や近郊の中学校での演奏会・展覧会・交流会や外国語コースの外国人との様々な交流会等をさらに充実させるとともに、ホー
ムページでも活動状況をタイムリーに発信していく。 
 

 


